
 
 

ＡＬＰＳ処理水の海洋放出に関するＩＡＥＡ規制レビュー第２回会合の実施 

令和５年１月２０日 
原子力規制庁 

 
ＡＬＰＳ処理水の海洋放出に関する規制の側面について、国際原子力機関（ＩＡＥＡ）

による原子力規制委員会に対するレビューが以下のとおり実施されました。 
 
１．実施期間 

令和５年１月１６日（月） ～１月２０日（金） 
 

２．場所 
原子力規制委員会１３階会議室 
 

３．参加者 
ＩＡＥＡレビューチーム 訪日メンバー 

・ 原子力安全・核セキュリティー局 グスタボ・カルーソ調整官 他ＩＡＥＡ職員５名 

・ 各国からの専門家１１名（国籍：アメリカ、アルゼンチン、イギリス、オーストラリア、カ

ナダ、韓国、中国、フランス、ベトナム、マーシャル諸島、ロシア） 

原子力規制委員会 

・ 山中委員長 

・ 伴委員 

・ 森下長官官房審議官 

・ 竹内福島第一原子力発電所事故対策室長 他２１名 

他 

 
４．会合の内容 

原子力規制委員会が行うＡＬＰＳ処理水の海洋放出に関連する実施計画の変更認可申

請に係る審査・確認のプロセスと内容について原子力規制委員会より説明し、ＩＡＥＡ

安全基準に照らした確認が行われた。主な議題は以下のとおり。 

・政府の責任と役割 

・放出の規制に関する主な考え方 

・放出前の規制のプロセス 

・放射線環境影響評価 

・線源モニタリング及び環境モニタリング 

・外部とのコミュニケーション 


